
北海道岩見沢農業高校 農業土木工学科

高校生が挑戦したＩＣＴ施工全面実用化に向けた研究

北海道初！

私たち高校生が、土木業界の課題である労働力不足解決に向け、授業「課題研究」で、
全ての土木施工プロセスについて、ＩＣＴ施工と従来施工を比較する研究を行いました。
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施工場所：学校農地2,000㎡ 工期:平成31年4月～令和元年10月
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研究の仮説

「全面的なICT施工が生産性を向上させる」

「ICT施工で熟練者でなくても品質と安全性を確保できる」

Sorachikenkyo Iwamizawa agricollaboration between                                                 and        Ｒ１年度（2019）
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検証１ 全ての土木施工プロセスについて、ＩＣＴ施工と従来施工を比較する

出来形評価 結果
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検証１ 全ての土木施工プロセスについて、ＩＣＴ施工と従来施工を比較する
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検証２ 重機操縦経験が浅い者による
作業効率を比較する
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結果、考察
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結果、考察
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普及、改善にむけて（外部評価）

令和元年12月11日（北海道銀行本社）
Xtecイノベーション

令和元年11月27日（空知建設業協会）
連携授業生徒報告会

空知の基幹産業は農業
農業分野とデータ共有を進めてほしい

空知建設業協会
入職促進特別委員会委員長 谷村明紀様

北海道銀行
日本経済新聞「地域創生特別賞」

副賞 ５万円
日経ビジネス電子版 無料購読

地域の未来につながる活動と客観的に評価
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まとめ

作業の質・作業量ともに生産性を向上させ、安全性も高くなる

労働力不足という課題

ＩＣＴ技術が役に立つか？
【仮説】①全面的なICT施工が生産性を向上させる

②ICT施工は熟練者でなくても品質と安全性を確保できる

私たちが空知の将来を担うという大きな自信・自覚となった

衛星情報、インターネット不感地帯など条件が整わない現場で
機器の選択や使用方法について知識が必要

農業土木の３D取得データを農業用トラクタなどでデータを共
用する取り組みが必要

ソフトや重機レンタルのコストダウンについて動向を探る必要

課題

技術的課題

地域的課題

コスト的課題



地域産業に貢献したいという高い志を持って
今後も活動を継続します！
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